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脊髄前角ターゲッティングHdADを用いた筋萎縮性側
索硬化症の遺伝子治療法の開発
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次に、 neuro2A(neuroblastoma cel line)、HEK293，mouse proximal tubular 
cel，opossum kidneyなどの DRG以外の細胞を用いたsubtractivepanning protocolを
5回繰り返してファージ数の増幅を行う方法にても候補ペプチドの同定を行し、候補ペ
プチドD，E，Fを得た。培養細胞に候補ペプチド配列を含むphageを鮮置した後、固定
し免疫染色を施行した。ペプチドDを含むphageを投与したときDRGのみで染色され
peptide 0がDRG特異的なものと考えられた。
2.脊髄後根神経節ニューロンに対する遺伝子治療ベクターの開発
ファージを用いた研究が文部科学省の方針により中断している問、ペプチド配列を用
いずに行う方法として、脊髄後根神経節ニューロンに対して親和性を有するアデ、ノ随
伴ウイルス(AAV)ベクターを用いた検討を行い、マウス神経組織より PCR法によりクロ
ーニングした神経成長因子ならび、にエリスロポイエチン遺伝子に CMVプロモータなら
びにpolyAを接着し、シャトルベクターを作成した。この配列はAAV作成に際し、組み
込める適正容量より小さいことから、 stufferを作成し、現在ベクター作成の最終段階に
ある。今後、動物モデルを用いた治療研究に移る準備状態にある。
